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環境政策等への貢献

研 究 課 題 番 号 【4-2305】

研 究 領 域 自然共生領域

研 究 課 題
歴史が生み出す二次的自然のホットスポット：環境価値と保全効果の
「見える化」

研 究 代 表 者 （ 所 属 ） 田中健太（筑波大学）

研 究 期 間 2023年度～2026年度

研 究 キ ー ワ ー ド 草原再生、遺伝資源、水資源、防災、炭素貯留、観光資源

環境研究総合推進費中間研究成果サマリー

1. 行政ニーズ「生物多様性の定量的可視化」に対する直接貢献
2. 自然公園における保全管理を促進するための区分見直しと協定制度の活用
3. 民間地における自然共生サイト促進と、「見える化」した環境価値の有効活用
4. 農業用ため池の防災工事における植生配慮
5. 土壌炭素蓄積量の成果に基づいて、草原への植林を奨励しているJ-クレジット制度の

見直しの提案
6. 「未来に残したい草原の里100選」と連動して、歴史の古い草原の再生計画を策定
7. スキー場・ゴルフ場の「G認証」における歴史の古い草原へのインセンティブ付与
8. 草原再生のためのNPO設立と風景地保護協定の活用

【残りの期間で期待される貢献】【現在進んでいる草原ホットスポットの保全・再生に向けたアウトカム】

• 環境価値の分布の「見える化」
• 環境価値と保全管理の間のギャップと、それに対する有効な

社会的支援策
• 気候変動・社会変動シナリオにおける環境価値の減少と保全

効果の「見える化」
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